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耐火材を実機に敷設した場合の伝熱・浸食評価を実施し、MCCI を抑制する耐火材積層構造について検討し

た。概念検討中の次世代 BWR（HP-ABWR 体系）では ZrO2耐火材と Al2O3耐火材の積層によりデブリ落下後

注水においても MCCI を抑制可能であることを確認した。また、既設の Mark-II 体系では事前水張によるデ

ブリ粒子化等の対策と併用することが望ましいことを確認した。 

キーワード：シビアアクシデント、溶融炉心－コンクリート反応（MCCI）、耐火材、試験解析 

1. 緒言 

実機評価の代表プラントとして、定格熱出力に対

するペデスタル床面積比が大きい HP-ABWR と、比

が小さい BWR-5/Mark-II を対象に、耐火材の伝熱・

浸食解析を行い MCCI 抑制効果を確認した。 

2. 解析条件および解析結果 

(6)報で検証した評価ツールを用い、実機のペデス

タル内側に耐火材を敷設した場合（図１）の伝熱・

浸食解析を行った。早期に溶融炉心が全量落下する

シナリオを対象に“MAAP”解析結果に基づきデブ

リ条件を設定した。本研究では、MCCI 抑制の判断

基準として、保守的にコンクリートからのガス

（CO2）発生開始となるコンクリート温度 1000K

（727℃）以下とした。解析結果から、HP-ABWR 体

系では ZrO2 と Al2O3 耐火材の積層によりデブリ落

下から 5 分後の注水開始でも MCCI を抑制可能で

あることを確認した(図 2)。一方、Mark-II 体系では

事前水張と耐火材の併用により MCCI を抑制可能

であることを確認した。 

3. 結論 

HP-ABWR体系は耐火材によりデブリ落下後注水でもMCCIを抑制可能であることを確認した。また、Mark-

II 体系は事前水張によるデブリ粒子化等の対策と併用することが望ましいことを確認した。 
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図 2 HP-ABWR の底部耐火材の温度変化 
（ZrO22 層＋Al2O33 層、1 層の厚さ=65 ㎜） 
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図 1 HP-ABWR の解析体系（単位：mm） 
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